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Blockade ofinterleukin-6 signaling inhibits the classic pathway and














傷害性に働 くclassically activated macrophage C1l phenOtype)が主体である古典的経























本研究は、抗 IL‐6受容体抗体 (MR16‐1)投与によるIL‐6 signalingの抑制が、alternatively
act市ated macrophage lⅣ∫2 ph notype)の発現を促進して脊髄損傷後の組織修復・運動機能改
善効果に寄与するメカニズムを明らかにしており、本学医学博士論文として十分に価値がある
ものと判断した。
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